
広報しょうばら／ 2024.11　20 21　2024.11 ／広報しょうばら

●市内のイベントやまちの話題をお届けします。  行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322Camera ReportCamera Report
カメラレポート

西城の風景を描く 自然の作り出す芸術作品
　第 75 回近県写生大会・10/11 　公開講座「葉脈標本づくり体験講座」・9/1

　「第 75 回近県写生大会」ならびに「第 28 回妹尾賞
写生大会」が開催され、西城町内の小中学生 124 人
が参加しました。
　この大会は、山

さ ん し す い め い

紫水明の美しい西城町の自然美を描
くことにより、子どもたちの情操の育成と美術教育の
振興、生涯学習の推進により芸術文化の振興を図るこ
とを目的としています。
　審査員の六

ろ く た に

谷新
あらた

さんは、子どもたちに「かっこいい
と感じた風景をしっかり見てしっかり描こう」とアド
バイスされました。子どもたちはそれぞれ一生懸命取
り組み、画用紙いっぱいにさまざまな西城の風景が並
びました。子どもたちは「西城の自然を画用紙に上手
く描けた」と話しました。

　比和自然科学博物館で、「葉脈標本（スケルトンリー
フ）づくり体験講座」が行われ、市内外から 21 人が
参加しました。
　スケルトンリーフとは、植物の葉肉を取り、葉脈だ
けを残した標本で、学習教材やアクセサリーの素材と
して使用されています。
　参加者は、講師の秋

あ き や ま

山美
よ し ふ み

文さんから葉脈の形や働き、
標本の作り方などの説明を受けた後、ヒイラギとエノ
キの葉を使って標本を作りました。歯ブラシでたたい
て葉肉を取り除く工程では、葉脈が破れないように注
意しながら慎重に作業をしていました。
　参加者は、「スケルトンリーフにすると葉脈の美し
さが良く分かる」と話しました。　
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▲慎重に葉肉を取り除く参加者▲思い思いの風景を描く子どもたち

中秋に響く歌声と音色
　けんみん文化祭ひろしま’24　Ｍｕｓｉｃ Ｆｅｓｔｉｖａｌ- 合唱・洋楽の祭典 -・10/6

　庄原市民会館で「けんみん文化
祭 ひ ろ し ま ’24　 Ｍ

ミ ュ ー ジ ッ ク

ｕ ｓ ｉ ｃ　
Ｆ

フ ェ ス テ ィ バ ル

ｅｓｔｉｖａｌ - 合唱・洋楽の祭
典 -」が開催されました。
　この大会は、広島県の豊かな自然
と伝統に育まれた文化の発掘、継承、
育成を図ることを目的に、喜びと感
動を分かち合うことのできる県民の
祭りとして開催されており、国民文
化祭の予選も兼ねています。音楽や
舞踊などのジャンルごとに８部門に
分かれて県内の各会場で開催されて
おり、第 35 回大会となる本年は、
合唱・洋楽部門が庄原市民会館での
開催となりました。
　当日は県内各地域から選ばれた合
唱 10 団体、洋楽４団体が演奏を繰
り広げ、館内に美しい歌声や豊かな
楽器の音色を響かせました。
　表彰式で審査結果が発表される
と、会場からは歓声が上がり、最優
秀賞を受賞した団体は大きな喜びを
見せていました。
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▲庄原女声ヴィオレッテのステージ

▲特別賞を受賞した東城コールエコー

大学生と小学生の交流 神楽に触れて親しもう
　「科学体験＆流しそうめん・そば体験」・10/14 　「みる　きく　ふれる　比婆荒神神楽」・9/29

　国営備北丘陵公園 里山の駅庄原ふらりで、市と県
立広島大学庄原キャンパスの学生有志により「サテラ
イトラボで科学体験＆流しそうめん・そば体験」が開
催され、小学生 22 人とその家族が参加しました。
　参加者は、同公園内に８月から開設されたサテライ
トラボで学生の指導の下、顕微鏡で植物などを観察す
る体験や、竹にレーザー加工でデザインを描く体験を
しました。
　また、湖畔広場では、４～５メートルに切り出され
た竹を半分に割って台を作製し、流しそうめんや流し
そばを楽しみました。
　子どもたちは「流れてくる麺を箸で掴むのが楽しく、
そうめんとそばもおいしかった」と話しました。

　東城文化ホールをメイン会場に、比
ひ ば こ う じ ん か ぐ ら

婆荒神神楽に親
しむイベント「みる　きく　ふれる　比婆荒神神楽」
が開催され、約 360 人が参加しました。
　当日は、神楽と紙芝居のコラボ「八

や え が き

重垣の能」や「国
譲りの能」、子ども神楽、女神楽などが上演され、国
の重要無形民俗文化財に指定されている地域の宝「比
婆荒神神楽」に親しむ機会となりました。
　また、見るだけでなく、実際に神楽の衣装を身に着
けたり、大

お ろ ち

蛇に入ったり、神楽で使われる「鬼棒」な
どの手道具を作るワークショップも行われました。
　オープニングのサイエンスショーや皿まわしから子
どもたちが興味津々となり、最後の大国主の餅まきま
で、会場は終始笑顔があふれていました。
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▲流しそうめんを楽しむ参加者 ▲神楽の衣装を体験する子どもたち

交通安全お願いします
　秋の全国交通安全運動　交通安全テント村・9/24

　秋の全国交通安全運動期間の一環として、市内各地
で啓発活動が行われました。
　交通安全協会高野分会では、高野保健福祉センター
に交通安全テント村を開設し、会員や庄原警察署の警
察官が、付近を通行するドライバーに安全運転の呼び
掛けや交通安全啓発グッズの配布を行いました。
　開会式では、交通安全運動の年間スローガンが確認
されたほか、高野小や高野中から応募のあった交通安
全標語が紹介され、優秀作品の応募者に感謝状が贈ら
れました。
　啓発グッズを受け取ったドライバーの一人は、「車
の安全運転はもとより、自分が歩く時も車両などに気

№4

▲開会式の様子（高野分会） ▲交通安全を呼び掛ける子どもたち（総領分会）

を付けるようにしたい」と話しました。
　総領分会では、総領支所庁舎前で交通安全テント村
を開設し、総領保育所から年長 6 人の園児が参加し
ました。
　この日は天候も良く、子どもたちは多くのドライ
バーに交通安全のお願いをしていました。
　また、テント村の前で止まった車の運転手は、子ど
もたちの元気な声掛けを聞いて、笑顔で啓発グッズを
受け取っていました。
　参加した子どもたちは、「運転手の人に安全運転の
お願いができた。交通安全の啓発グッズを喜んで受け
取ってもらってうれしかった。」と話しました。　

　本市からは、合唱の部に東城コールエコーと庄原女性ヴィオレッテの
２団体が出場し、東城コールエコーが特別賞を受賞しました。
　また、アトラクションとして庄原市永江太鼓保存会が和太鼓の演奏を
披露し、大会に華を添えました。　
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米の収穫＆はで干し体験 西城川のアユが日本一を獲得
　総領小学校 体験学習・9/30 　清流めぐり利き鮎会でグランプリを獲得・9/20

　総領小３、４年生の 10 人が春に田植えをした田ん
ぼで稲刈りを行いました。
　子どもたちは、地域の人に「鎌

か ま

をノコギリの刃のよ
うにギコギコとはせずに、まっすぐ引いてください」
と教わり、ザクザクと軽快な音とともにしっかりと
実った稲を刈り取っていました。
　天日干しで日光を浴びた米がよりおいしくなると言
われているため、刈り終えた稲は、６株ほどの束にま
とめて藁

わ ら

で括
く く

り、「はで」と呼ばれる木組みに掛けて
干しました。
　参加した子どもたちは「鎌の使い方が難しかったけ
ど、慣れたら１回で切り取れるようになった。収穫し
たお米を食べるのが楽しみ」と話しました。　

　全国各地の清流で育ったアユの塩焼きを、味・姿・香り・
わた・身の 5 項目を基準に食べ比べる「第 25 回清流め
ぐり利き鮎会」が、高知県高知市で開催され、西城川が
グランプリを獲得しました。
　これは、おいしいアユを育てた河川の選定を通して、
環境保全に関心を持ってもらうことを目的に、平成 10
年から開催されているものです。利き鮎会には、全国か
ら 59 河川が参加。審査員 280 人が、河川名を隠した
状態のアユを食べ比べ、審査が行われました。
　西城川漁協の津

つ が わ

川明
あきふみ

文組合長は「西城川のアユが日
本一となり河川環境の良さが証明された。これは皆さん
の美化活動などのご協力の賜物。引き続き日本一の清流
を目指し取り組みを進めたい」と話しました。
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▲稲刈りに励む子どもたち ▲西城川で育ったアユ

秋の快速「庄原ライナー」乳がん検診を推進します
第 25 回庄原駅前フェスタ・10/19　第４回ピンクリボン de 上を向いて！・10/6

　10 月の「ピンクリボン月間」に合わせて、ピンク
色にライトアップされた全国 17 カ所を中継する「第
４回ピンクリボン de 上を向いて！」が開催され、ブ
レストケア・ピンクリボンキャンペーン in 東城実行
委員会が参加しました。
　この取り組みは、乳がんの正しい理解や早期発見の
ための乳がん検診などの大切さを伝えるものです。
　実行委員会の近

こ ん ど う

藤久
ひ さ こ

子会長は「東城地域では、自分
の命と家族の命を守るために、15 年前からピンクリ
ボン活動を行っている。今後もこの活動を続けて、乳
がんへの正しい理解や早期発見・早期治療の大切さを
伝えていきたい」と話しました。
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▲ライトアップと乳がん検診の大切さを呼び掛ける参加者 ▲到着した庄原ライナーを出迎える人々

　備後庄原駅で、庄原駅周辺地区まちづくり協議会主
催の「第 25 回庄原駅前フェスタ」が開催されました。
　これは庄原駅周辺のにぎわいづくりを目的に開催さ
れるもので、当日は秋の快速「庄原ライナー」の運行
初日でした。会場では庄原や三次の高校生や地元グ
ループによるスペシャルステージや、アユの塩焼きの
出店、健康チェックコーナーなどがあり、多くの人が
秋の庄原を楽しんでいました。
　また、駅の開札入り口には、総領保育所の子どもた
ちによる飾りつけが 11 月末まで展示されています。
来場者は「かわいい飾り付けが駅を訪れた人を歓迎し
ているようだった」と話しました。
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「糖尿病」はどうしてなるの？
　糖尿病は、血液中のブドウ糖濃度（血糖値）が慢性的に高くなり、眼や腎臓、脳、心臓などさまざま
な臓器に血管障害を引き起こす疾患群といわれています。
　私たちの体の中では、ホルモンと呼ばれる生理活性物質が血液中に分泌され、寝ている間や食事をし
た後の血糖値を、正常範囲内（空腹時 100mg/dL 未満、食後 140mg/dL 未満）に維持しています。これ
らのホルモンの中で血糖値を下げるのが「インスリン」です。
　インスリンは膵

すい

臓
ぞう

で作られ、筋肉や肝臓に働いてブドウ糖を取り込み、血糖値を低下させます。しか
し、膵臓から分泌されるインスリンの量が低下したり、筋肉や肝臓においてインスリンの働きが悪くなっ
たりすると、血糖値の上昇が制御できなくなり、高血糖を生じて、糖尿病状態（空腹時 126mg/dL 以上、
食後 200mg/dL 以上）になります。
　糖尿病は、家系に糖尿病の人がいるといった遺伝的な素因や人種、加齢も影響していますが、食べ過
ぎや運動不足など日常の生活習慣が強く関連しています。糖尿病になるのを未然に防ぐには、規則正し
い適切な生活習慣を心掛けるとともに、健康診断をきちんと受診し、血糖値を測定することが大切です。

11月14日は「世界糖尿病デー」
　世界糖尿病デーは、世界に拡がる糖尿病の脅威に対応するために、平成３年（1991 年）に IDF（国際糖尿
病連合）とWHO（世界保健機関）が制定し、平成 18 年（2006 年）に国際連合総会で公式に認定されました。
　11月14 日は、大正 10 年（1921 年）にインスリンを発見したカナダの医師フレデリック・バンティング博士の
誕生日です。
　世界糖尿病デーの糖尿病啓発キャンペーンには、青い丸をモチーフにした「ブルーサークル」がシンボルマー
クとして用いられます。
　これは、国連や空を表す「ブルー」と、団結を表す「輪」をデザインしています。
　毎年 11 月14 日は、世界各国、全国各地で著名な建造物をブルーにライトアップして、糖尿病の予防や治療
継続の重要性について広く周知する重要な機会となっています。
　本市では、市役所本庁舎、庄原赤十字病院、西城市民病院の３カ所で毎年ブルーライトアップを実施してい
ます。

　保健医療課健康推進係　☎ 0824-73-1255

糖尿病ってどんな病気？
庄原赤十字病院　糖尿病内科　米

よね

田
だ

真
まさ

康
やす

血糖が高いといわれたことがある人、またはそ
の他の項目がいくつかあてはまる人は、糖尿病の
可能性が高いので、早急に検査を受け、合併症
を起こさないように、適切な治療を受けましょう。
　日本では、糖尿病の疑いが強い人は 1000 万
人以上いるとされていますが、そのうち、ほとん
ど治療を受けたことがない人が約４割もいる状態
です。（厚生労働省 HPより）
　糖尿病を放置すると、失明（糖尿病はその原
因の第３位）や腎不全（糖尿病は透析導入原因の
第１位）、下肢切断、脳卒中、心筋梗塞などを起こ
す可能性が高くなります。何かしら症状が出てか
ら治療しても、すでに手遅れのことがあります。

糖尿病を見逃していませんか？

あなたには、以下の項目がいくつあてはまりますか？

□ 血糖が高いといわれたことがある

□ 肥満気味である

□ 高血圧といわれて、薬をのんでいる

□ 糖尿病の親、兄弟・姉妹がいる

□ 40歳以上である

□ 外食が多い

□ 野菜をあまり食べない

□ あまり運動をしない

□ 車に乗る機会が多い

□ 妊娠時に尿から糖がでたといわれた

健康広場


